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・リテラ工法

工法紹介

・改良土ストックヤード



現場循環型工法に対応した環境リサイクル機械を使用します。自走式のため稼働現
場を選びません。
※1 レキ（礫）とは、粒径2mm以上の砕屑物のことで、砂よりも大きなものをさします。粒子が角張っている場合は
角礫（角礫）といい、礫が固結してできた岩石は礫岩と呼ばれます。

自走式土質改良機とは

 自走式土質改良機は、建設現場の安定処理工(※2)等において、固化剤を原料土に均質に混ぜ合
わせるので、固化剤の使用料縮減、工期短縮や改良品質向上が期待されます。
また粉塵発生も抑制され、周辺環境への影響抑制も期待できます。
従来はバックホウ混合(※3)が一般的です。
※2 安定処理工とは、構築路床や路盤の施工において、比較的性状が劣る材料に安定剤を添加混合して改良する工法です。
※3 バックホウ混合とは、軟弱地盤の表層から2m程度迄を専用の混合バケットを装着したバックホウで、改良材と軟弱土を混合撹拌し、
   対象箇所を固化処理する方法です。表層改良とも呼ばれ、擁壁、カルバート、管渠や一般住宅の基礎地盤の改良、法面の浸食、降雨
   浸透防止、道路の路床の安定処理等、幅広く活用されています。

 固化材添加量や固化剤比重の設定を行うことにより、改良土の用途に幅広く対応することが可能
です。搭載されているディスプレイにリアルタイムで作業量や混合量が表示されることから、安定
した品質で改良土を生産することが可能です。

高精細ディスプレイモニター



3段階の混合により、高品質な改良土が生産可能です。

・道路（路体盛土、路床盛土等）
・基礎地盤改良
・工作物埋戻し
・下水道
・河川改修
・河川築堤
・砂防（砂防CSG）
・災害復旧
・汚染土壌対策
・ストックヤードにての土質改良
                など



・発生土を現場で改良し流用できることから場外搬出の必要がなくなり、不適正処理の防止につ
ながります。

リテラ工法の利点

・山砂等新材の購入が減少することで林地開発等も減少し、環境負荷の軽減につながります。

・発生土処分の運搬がなくなることにより、ダンプトラックから排出されるCO2の削減につなが
ります。

・建設発生土処分費、盛土材購入費の削減、及び固化剤混合時の材料ロス削減が期待できるため、
工事原価の圧縮につながります。

・工事目的に応じた品質を安定して製造できます。

・時間当たり50～100㎥を安定した品質で改良することが可能となっております。従来工法より
も工期短縮につながります。またICT等を活用することによりより一層の工期短縮が期待できま
す。

自走式土質改良機（リテラ）全景

原料土投入状況



・原料土を採取し、室内配合試験を実施します。
 目標とする地盤支持力から固化剤の種類、及び添加量を決定します。
・使用する固化剤の種類によっては、六価クロム溶出試験も実施します。

施工要領

※本施工要領は実際の施工事例を基に作成しています。

・上記試験結果から、地盤支持力は一軸圧縮強度「472ｋＮ/ｍ2」を目標値とし、使用固化剤はTL－3E
（セメント系固化剤）、添加量は80kg/ｍ3に決定しました。
 

一軸圧縮試験結果 六価クロム溶出試験結果

1）室内配合試験 2）試験施工

4）混合・撹拌 5）敷均し・締固め 6）簡易支持力測定

・固化剤添加量の決定

・試験施工後、簡易支
し持力測定を実施

・原料土を重機で集積

・土質改良機による混
合合、撹拌

・原料土を用い、キャ
リリブレーション～締
あ固めを実施

3）原料土集積

・客土の場合は搬入

・重機による敷均し
・ローラーによる締
あ固め

・支持力目標値の決定

・六価クロム溶出試験
のの実施
 ※固化剤種類による

支持力OK

支
持
力
NG

・支持力の確認

施工方法の再検討

施工フロー



・実際改良する原料土を用いて試験施工を実施します。
 
・室内配合試験より決定した使用固化剤、添加量を原料土に混合し、敷均し・締固めを施し、一 
 定の養生期間をおいて簡易支持力測定を実施します。

・簡易支持力測定値が目標支持力を満たすことができない場合は、締固め機械の選定や撒き出し
 厚、及び養生期間の見直しを行います。

施工要領

試験結果から、本工法により現場目標強度以上
の結果を得られることが確認できました。

原料土搬入状況

簡易支持力測定状況

混合状況

※本施工要領の試験施工は現場外で実施しています。

締固め状況

試験結果（試験施工時）



・原料土を鋤取り（掘削）し、集積します。
 
・土質や固化剤添加量により異なりますが、本工法は日当り300～500㎥/日の施工量が期待でき
 ます。工程に基づき集積場所や集積量を検討する必要があります。

施工要領

・施工中はリアルタイムで施工量、添加量が操
 作モニターに表示されます。

・作業量と添加量を印字して保管することも可
 能です。

原料土鋤取り状況

混合状況

原料土集積状況

キャリブレーション実施状況

・設計添加量にて混合、撹拌します。
 
・原料土の土質や使用する固化剤毎に比重等が異なるため、作業前にキャリブレーションを実施
 します（キャリブレーションは試験施工時にも実施）。

固化剤・原料土投入状況

操作モニター

印字資料

設計添加量80kg/㎥に対し実施添加量80.2kg/㎥を表します



・撒き出し厚を管理しながら改良土を敷均し、締固めます。
 
・セメント系固化剤を配合した場合、混合後に仮置きをしてしまうと急激に強度が低下するため、
 速やかに締固める必要があります。

施工要領

・試験結果より、2測点共に目標値を上
回る支持力を得たことを確認することが
できました。

撒き出し厚確認 敷均し状況

試験実施状況

・施工の段階確認、完了時等の要所で支持力の測定を実施します。
 
・試験施工時と同様に簡易支持力測定試験（キャスポル試験）を実施し、目標支持力を確保でき
 ているかの確認を行います。

試験結果（参考資料2より抜粋）

締固め状況

試験実施状況



ストックヤードで受け入れた建設発生土を、自走式土質改良機にて改良土としてリ
サイクル・販売します。ストックヤードは複数設けられているため、現場からより
近いヤードを選定することが可能です。

改良土ストックヤードとは

③二本松市油井ストックヤード
 住所    ：二本松市油井字船山71-6
 敷地面積  ：約3,800㎡
 ストック能力：約3,500㎥

①福島市荒井ストックヤード
 住所    ：福島市荒井梅後林20
 敷地面積  ：約10,300㎡
 ストック能力：約12,000㎥

②福島市松川ストックヤード
 住所    ：福島市松川町金沢新林4-9
 敷地面積  ：約4,200㎡
 ストック能力：約5,000㎥

現在福島県県北地区において、福島市荒井・福島市松川・二本松市油井の３箇所にストック
ヤードを設け、各ヤードにおいて建設発生土受入れ・改良土の販売を行っています。建設現
場から最短距離のヤードを選定いただくことが可能です。また、各ヤードともに主要国道に
近接(※1)しており、交通の便は良好となっています。今後さらにストックヤードの増設を予
定しています。

①

②

③

※1 福島市松川ストックヤード・二本松市油井ストックヤードは国道4号線沿線に設けられています。
    福島市松川ストックヤード・・・国道4号線下り線
    二本松市油井ストックヤード・・・国道4号線上り線

直線距離　約10.0km

直
線
距
離
　
約6.0km



改良土は自走式土質改良機で製造します。3段階の混合により、高品質な改良土が製造可能です。

・道路（路体盛土、路床盛土等）
・基礎地盤改良
・工作物埋戻し
・下水道
・河川改修
・河川築堤
・砂防（砂防CSG）
・災害復旧
・汚染土壌対策
・ストックヤードにての土質改良
                など

建設発生土 改良土



・現場で発生した残土がどのように処理されたか明確に把握できるため、不適正処理の防止につ
ながります。

改良土ストックヤードの利点

・改良土を利用することにより、山砂等新材の購入が減少することで林地開発等も減少し、環境
負荷の軽減につながります。

・建設現場からより近いストックヤードを選定することにより、土砂の運搬距離が減少しCO2削
減につながります。

・建設発生土の受入れ及び改良土の販売価格は、従来の残土処分費や購入土価格より安価となる
ため、工事原価の圧縮につながります。

・工事目的に応じた品質を安定して製造・出荷できます。

ストックヤード（松川ヤード）全景

原料土投入状況



有限会社　松本土建

お問い合わせ先

□本社
　　福島県二本松市松林136番地

Environmental  load  reduction

国土交通省「平成30年度建設副産物実態調査結果」によれば、建設発生土の発生量は約2.9億
㎥、そのうち、現場内で約1.6億㎥が有効利用され、残りの約1.3億㎥が現場外へ搬出されていま
す。そのうち、内陸受入地へ搬出されている量は約6千万㎥と場外搬出量の4割以上を占めていま
す。これまでは海面埋め立てなどの大規模な土木工事が建設発生土の主力の受け皿として機能し
てきましたが、昨今はそれらが激減し、不適切な堆積や受入が散見され始めております。
また、地球温暖化に起因した土砂災害が全国各地で増加傾向にあります。
　本工法は、環境負荷の低減を図ると共に、持続可能な資源活用の構築に貢献できるものと考え
ています。

環境負荷軽減

□二本松事業所
　　福島県二本松市油井字船山71-6
TEL : 0243-24-9066    FAX : 0243-24-9088


